
編纂室より

↑分町記念写真

1949(昭和24)年4月1日撮影

大里村から分離して与那原町となった。

2列目右から4人目が初代町長の上原敏繁氏。

5人目が当時の大里村長、上原堅蒲氏。

←与那原町役所

1949(昭和24)年建築。分町後最初の役所の

建物。親川にあった。

(写真は2点とも町史所蔵)

与那原のあゆみを記録する町史編集事業は、編集体制をより充実させ、『資料編戦後の与那原』発刊へ向けて

関連資料の収集や聞き取りなどを進めています。 この巻は、戦後の混乱期に分町して賑わい、発展した復帰の頃ま

での町の移り変わりを収めた一冊となる予定です。今年度の調査、収集資料の一部をご紹介いたします。



与
那
原
町
は
約
六
十
四
年
前
大
里

村
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
一
九
四
九
年
、
大
里
村
か

ら
分
離
し
、
独
自
の
町
経
営
に
乗
り

出
し
与
那
原
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

町
史
で
は
、
そ
の
分
町
に
関
す
る

資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。

『
市
町
村
廃
置
分
合
に
関
す
る
書
類
』

と
名
う
た
れ
た
行
政
資
料
の
中
に

は
、
大
里
村
か
ら
与
那
原
が
分
離
独

立
し
て
い
く
経
緯
が
克
明
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

まと
す、今
。当 回

時守
のよ三

暫両
IBI 喧E書

記め
事 ー
を 部
司~["1 ，.筒、

イド訳

じさ

大
里
村
か
ら
分
離
独
立
し
た
い

そ
の
理
由
は
・
.. 

村
長
か
ら
知
事
へ
の
案
詩
(
訳
)

『
大
第
五
一
六
号

一
九
四
六
年
十
二
月
二
十
三
日

大

里

村

長

上

里

堅

蒲

印

沖
縄
県
知
事
志
喜
屋
孝
信
殿

分
村
に
関
す
る
許
可
裏
請

本
村
は
沖
縄
本
島
の
南
部
に
位
置

し
、
南
北
二
里
余
り
、
東
西
一
里
余

り
、
長
方
形
の
村
で
、
北
に
本
島
東

海
岸
唯
一
の
中
城
湾
を
控
え
、
面
積

約
二
方
里
に
し
て
概
ね
農
耕
地
が
占

め
て
お
り
、
耕
地
面
積
約
八
五
七
町

歩
、
人
口
一
万
二
千
人
を
有
し
、
地

味
肥
沃
で
農
産
物
の
生
産
が
多
い
。

北
部
の
与
那
原
は
国
頭
の
東
海
岸

及
び
大
島
方
面

と
、
首
里
、
那

覇
、
島
尻
と
の

陸
運
海
運
の
要

路
に
あ
た
り
、

物
資
の
交
流
頻

繁
で
各
方
面
に

発
展
性
の
あ
る

村
で
あ
る
。

ぷメ I

誕t比

4 
xt，ぶ

以

今
次
の
戦
災

に
よ
り
、
村
は

全
面
的
に
廃
嘘
と
化
し
、
残
存
し
た

村
民
も

一
時
は
失
望
し
た
が
、
そ
の

後
郷
土
愛
と
子
々
孫
々
の
た
め
に
と

立
ち
あ
が
り
、
疎
開
者
並
び
に
復
員

者
の
帰
還
と
共
に
着
々
と
そ
の
成
果

を
あ
げ
、
復
興
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
る
状
況
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
商
業
都
市
的
色
彩

を
帯
び
て
い
る
与
那
原
は
村
の
北
端

に
あ
っ
て
純
農
村
と
は
そ
の
経
営
を

異
に
し
、
大
正
の
中
頃
よ
り
、
分
村

町
制
を
施
行
し
、
双
方
と
も
そ
の
理

想
に
向

っ
て
平
和
な
村
を
創
造
す
る

M
n
夜
逃

『市町村廃置分合に関する書類』複製本

町史所蔵

与郊原町史だより一 ②

た
め
に
世
論
を
醸
成
し
て
き
た
。
昭

和
十
二
年
に
な

っ
て
そ
の
要
望
は
熱

烈
と
な
り
、
時
の
大
里
村
議
会
に
お

い
て
満
場

一
致
で
分
村
を
決
議
し
、

た
だ
ち
に
分
村
期
成
会
を
組
織
し

て
、
本
格
的
運
動
に
着
手
し
、
県
当

局
及
び
内
務
省
ま
で
陳
情
し
、
県
当

局
に
お
い
て
も
そ
の
必
要
を
認
め
ら

れ
、
ま
さ
に
実
現
の
運
び
に
至
っ
た

時
に
支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
と
な

り
、
そ
の
実
現
を
見
ず
に
今
日
に

至
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
今
次
戦
災
に
よ
り



復
興
途
上
に
あ
る
今
日
、
大
里
村
よ

り
分
村
し
、
商
業
港
湾
交
通
等
の
諸

計
画
を
都
市
的
に
計
画
す
る
の
は
今

日
で
あ
る
と
、
与
那
原
、
与
原
、
大

見
武
側
住
民
の
熱
望
に
よ
り
、
村
当

局
に
お
い
て
本
問
題
を
採
択
し
、
十

月
九
日
村
政
委
員
会
に
提
案
、
慎
重

に
本
問
題
を
協
議
懇
談
し
た
結
果
、

全
会
一
致
賛
成
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
双
方
か
ら
分
村
委

員
を
選
出
し
、
分
村
委
員
会
を
設
け
、

こ
ま
か
く
調
査
検
討
す
る
こ
と
数
回

に
及
ん
で
、
委
員
会
を
開
催
し
、
な

お
分
離
側
の
各
部
落
に
お
い
て
分
村

委
員
に
よ
る
分
村
に
関
す
る
懇
談
常

会
を
開
き
、
常
会
員
全
員
が
賛
成
し

た
願
わ
く
は
全
村
民
の
熱
意
を
御
採

択
の
上
、
す
み
や
か
に
与
那
原
町
(
仮

称
)
設
置
の
御
許
可
を
下
さ
る
よ
う

別
紙
関
係
書
類
を
添
え
て
比
の
段
に

及
び
裏
請
い
た
し
ま
す
。
』
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板
色
敷
・
当
為
も
一
議
傍
・〕・・

(
訳
)

『
与
那
原
区
の
分
村
町
制
施
行

に
当
添
区
板
良
敷
区
の
参
加

に
関
す
る
議
案
提
出
に
就
い
て

以
前
に
与
那
原
、
与
原
、
大
見
武
、

上
与
那
原
区
域
を
も
っ
て
大
里
村
よ

り
分
村
町
制
施
行
の
議
案
を
提
出

し
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
可
決
致
し

ま
し
た
が
、
経
済
、
教
育
、
地
理
、

生
活
様
式
の
点
か
ら
前
記
四
カ
部
落

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
当
添
区
、
板

良
敷
区
と
が
、
分
村
町
制
施
行
に
参

加
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
は
極
め
て
自
然
の
成
り
行
き
だ
と

認
め
ま
し
て
、
町
村
制
第
三
十
一
条

に
よ
り
、
こ
こ
に
議
案
提
出
致
し
ま

す。

一
九
四
八
年
十
二
月
三
日

首
員
正
仁

上
原
敏
範

上
原
繁
義

山
城
清
蒲

親
泊
元
長

大
里
村
議
会
議
長

上
原
敏
範
殿

一
九
四
八
年
十
二
月
四
日
大
里

村
議
会
に
お
い
て
原
案
通
り
可

決
す
。
』

上原初氏提供戦後の与那原の町並み

③一与那原町史だより



遂
に
分
村
の
許
可
お
り
る
(
訳
)

『
起
案
一
九
四
九
年
四
月
一
日

校
合
1
9
4
9
年
4
月
1
日
発
送

総
務
部
行
政
課
主
任

サ
イ
ン

知
事

官
房
長

総
務
部
長

文
書
課
長

行
政
課
長

総
務
課
長

(
各
々
の
手
書
き
の
サ
イ
ン
入
り
)

大
里
村
分
村
に
つ
い
て
伺

標
記
の
件
に
関
し
て
一
九
四
九
年

十
二
月
二
十
三
日
及
び
一
九
四
八
年

十
二
月
四
日
附
別
紙
の
通
り
分
村
許

可
申
請
提
出
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
調
査
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
左

記
起
案
理
由
に
よ
り
分
村
す
る
の
が

適
当
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
左
案
の

通
り
許
可
し
て
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
か
。
あ
わ
せ
て
通
牒
案
共
に
お

伺
い
致
し
ま
す
。

親川にあった頃の与那原町役所

(人物は元助役の小渡良敏氏)町史所蔵

起
案
理
由

一
九
四
六
年
十
二

月
二
十
三
日
及
び
一

九
四
八
年
十
二
月
四

日
附
別
紙
の
通
り
分

村
許
可
申
請
書
類
提

出
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
調
査
致
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
分
村
は

別
紙
許
可
申
請
理
由

の
通
り
、
大
正
年
間
の
中
期
よ
り
大

里
村
分
村
与
那
原
町
設
置
の
論
、
相

当
根
強
く
県
当
局
な
ど
そ
の
筋
に
対

し
、
極
力
目
的
完
遂
の
為
に
陳
情
し

て
来
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二

年
に
至
り
、
時
の
大
里
村
議
会
の
全

会
可
決
を
も
っ
て
分
割
を
決
定
、
直

ち
に
与
那
原
町
設
置
期
成
会
を
設

け
、
本
格
的
な
運
動
を
開
始
す
る
と

共
に
、
分
村
許
可
申
請
書
を
内
務
大

臣
に
提
出
し
、
重
ね
て
以
来
数
年
に

わ
た
り
関
係
者
当
局
に
陳
情
を
反
復

継
続
し
た
結
果
、
県
当
局
も
そ
の
必

要
を
認
め
、
内
務
省
へ
知
事
の
副
申

書
を
添
付
し
て
上
申
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
結
末

を
見
ず
に
終
っ
た
よ
う
な
訳
で
あ
り

ま
す
。与

那
原
町
(
仮
称
)
の
戦
前
の
分

村
計
画
の
経
過
は
右
の
よ
う
な
次
第

で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
分
村
に
つ

い
て
は
、

一
九
四
六
年
十
二
月
二
十

三
日
附
大
第
五
二
ハ
号
の
通
り
、
大

里
村
議
会
の
全
会
可
決
で
も
っ
て
、

与郊原町史だより一④
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現
在
の
与
那
原
(
与
原
、
大
見
武
、

上
与
那
原
の
区
域
)
を
も
っ
て
、
大

里
村
よ
り
分
離
し
た
い
と
し
て
許
可

申
請
を
提
出
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

当
行
政
課
と
し
て
は
財
政
的
見
地
よ

り

一
村
と
し
て
自
立
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
分
村
は
不
可
能

だ
と
の
見
解
の
下
に
進
ん
で
来
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、

一
九
四
八
年
十
二

月
三
日
の
議
会
に
お
い
て
、
新
た
に

奥
泌
尿
町

い
よ
/
(
、
誕
住

一
拠
郎
保
守
制
峰
三
三

-ARs-
当
添
区
、
板
良
敷
区
を
加
え
て
与
那

原
町
と
し
て
分
村
し
た
い
と
許
可
申

請
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
当

行
政
課
と
し
て
は
新
た
に
こ
れ
に
再

検
討
を
加
え
、
研
究
調
査
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
別
紙
歳
入
歳
出
仮
予
算
並

び
に
類
似
市
町
村
財
政
比
較
表
及
び

税
負
担
額
類
似
市
町
村
比
較
表
の
通

り
、
財
政
的
見
地
よ
り
充
分
一
村
と

し
て
自
立
で
き
、
ま
た
住
民
の
負
担

関
係
か
ら
見
て
も
負
担

過
重
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
際
与
那
原

町
と
し
て
大
里
村
よ
り

分
離
さ
せ
、
沖
縄
本

島
東
海
岸
唯

一
の
商

業
都
市
と
し
て
発
展

を
期
せ
し
め
、
住
民

の
福
利
増
進
を
図
る

こ
と
を
得
策
と
考
察

さ
れ
ま
す
の
で
、
分

村
を
決
定
し
起
案
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

守
一
日
付
y
wm
，
吋
主
叫
三
一
一

司
一
樹
足
レ
底
近
、
町
長
並

品
の
ま
が
駁
脱
さ
れ
る
一

琉球新報社提供1面『うるま新報~ 1949年4月4日付

指
令
案

四
月
一
日
発
送
済

サ
イ
ン

沖
縄
民
政
府
指
令
第
一
二
三
号

大
里
村

一
九
四
八
年
十
二
月
四
日
大
第

五
二
七
号
申
請
に
係
る
大
里
村

を
分
割
し
与
那
原
町
設
置
に
つ

い
て
許
可
す
る
。

一
九
四
九
年
四
月

一
日

知
事
名
』

※
『
』
は
原
文
よ
り
引
用

分町初期の

与那原町役所職員

『よなぱる今・昔』より

⑤ー与那原町史だより



戦
後
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府

(
C
ω

の
》
刃
)
が
発
行
し
て
い
た

『今

日
の
琉
球
』『
守
礼
の
光
』
と
い
う

広
報
誌
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

「今
日
の
琉
球
』
は
、
一
九
五
七

年
(
昭
和
三
十
二
〉
十
月
か
ら
一
九

七
O
年
(
昭
和
四
十
五
)
一
月
号
ま

で
の
約
十
七
年
に
わ
た
り
発
行
さ
れ

ま
し
た
。

発
刊
の
目
的
は
、
琉
球
の
人
々
が

世
界
の
人
々
と
提
携
し
て
い
け
る
よ並ハ

l
「
出

1
言
問

団
一苧

幌

主
郡
川

4

水口
い
一
寸

チ
H

川
，
ラ
勾
'

m
u
溌

口
μ
刊
げ

今
年C

U
 

『守礼の光~ 1964年10月号

山内敏春氏提供

う
に
手
助
け
を
す
る
こ
と
や
、
琉
球

の
人
々
が
よ
り
よ
き
明
日
の
た
め
に

琉
米
が
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
建

設
的
な
提
言
が
出
来
る
場
を
創
り
出

す
こ
と
を
創
刊
号
に
お
い
て
示
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
内
容
は
ニ
ュ
ー

ス
の
要
素
が
強
く
、
米
国
民
政
府
の

説
明
や
宣
伝
、
米
国
民
政
府
派
遣
に

よ
る
海
外
研
修
者
の
感
想
や
旅
行
記
、

琉
米
親
善
関
係
や
綱
曳
な
ど
の
文
化

紹
介
な
ど
が
主
な
も
の
で
し
た
。

『守
礼
の
光
』
は
、
一
九
五
九
年
(
昭

和
三
十
四
)
一
月
に
創
刊
さ
れ
、
沖

縄
が
日
本
復
帰
し
た
一
九
七
二
年

(
昭
和
四
十
七
)
ま
で
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
雑
誌
の
特
徴
は
、
米
陸
軍
第

七
心
理
作
戦
部
隊
が
編
集

・
発
行
に

関
わ
っ
て
い
た
点
で
す
。
ま
た
、
内

容
は
沖
縄
の
文
化
や
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
広
報
誌
も
沖
縄
住
民
向

け
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
は

cω
の
〉
刃
が
選
出
し
た
沖
縄
の
人
々

が
主
で
し
た
。
ま
た
、
各
市
町
村
、
学

校
な
ど
に
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
し

た。
そ
れ
で
は
、
い
く
つ
か
与
那
原
関

連
記
事
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
①
与
那
原
町
紹
介

三
日
だ
け
さ
わ
が
し
い与

那
原
町
」

一
九
六
一
年
四
月
号
)

(
『
守
礼
の
光
』

こ
の
記
事
で
は
、
著
者
が
与
那
原

在
住
の
と
あ
る
家
の
主
人
に
与
那
原

に
つ
い
て
聞
い
た
話
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

取
合
.
.
.
 

mmH 

「
た
だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
は
気

づ
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ
に
は

カ
ワ
ラ
工
場
が
十
三
も
あ
る
の
で
す

よ
。
原
料
の
土
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
の

で
、
琉
球
の
カ
ワ
ラ
や
レ
ン
ガ
の
七

与郊原町史だより一 ⑥

目Ij

十
パ
ー
セ
ン
ト
は
こ
こ
で
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
近
ご
ろ
は
沖
縄
の
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、
新
し
い
カ
ワ
ラ
屋
根
が

見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
カ
ワ
ラ

の
大
部
分
は
、
与
那
原
産
と
い
っ
て

も
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」

略・・・

「
こ
こ
の
水
は
、
地
下
の
す
な
の

層
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
こ
さ
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
と
て
も
き
れ
い
に
す
ん
で

い
ま
す
。
井
戸
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

い
く
ら
で
も
水
が
出
ま
す
。
わ
ざ
わ

ざ
浄
化
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
こ
こ
に
は
、
豊
富
な
電
力
、

り
っ
ぱ
な
警
察
や
消
防
署
、
郵
便
局
、

四
つ
の
病
院
、
四
つ
の
銀
行
、
四
つ

の
キ
リ
ス
ト
教
会
、
そ
れ
に
神
社
も

中



あ
り
ま
す。」

主
人
は
立
ち
上
が
っ
て
海
の
方
を
ゆ

び
さ
し
、

「
あ
の
海
水
浴
場
は
、
広
々
と
し

て
き
れ
い
な
こ
と
や
安
全
と
い
う
こ

と
か
ら
い
っ
て
沖
縄
で
は
他
に
ひ
け

を
と
り
ま
せ
ん
よ
。
」
と
ほ
こ
ら
し

げ
に
言
う
で
し
ょ
う

0

・:

こ
の
よ
う
に
各
施
設
の
多
さ
か
ら

も
与
那
原
が
街
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
文
中
の
「
四
つ
の
病
院
」

と
は
、
現
段
階
の
聞
き
取
り
調
査
等

で
判
明
し
て
い
る
嶺
井
医
院
、
中
村

医
院
な
ど
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
「
四
つ
の
銀
行
」
は
、
南
陽

相
互
銀
行
与
那
原
出
張
所
、
沖
縄
相

互
銀
行
与
那
原
出
張
所
、
琉
球
銀
行

与
那
原
支
居
、
沖
縄
銀
行
与
那
原
支

庖
の
こ
と
を
さ
し
て
い
ま
す
。

海
水
浴
場
は
与
那
原
の
人
々
だ
け

で
な
く
、
那
覇
な
ど
近
隣
市
町
村
か

ら
学
校
行
事
で
訪
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

テ
ー
マ
②

(
『
守
礼
の
光
』

綱
曳
紹
介

一
九
六
四
年
八
月
号
)

町史所蔵

さ
て
与
那
原
に
お
い
て
「
一
日
だ

け
さ
わ
が
し
い
」
日
と
な
る
の
が
大

綱
曳
で
し
た
。

戦
後
占
領
期
の
イ
ベ
ン
ト
が
少
な

い
時
代
、
与
那
原
大
綱
曳
は
米
国
人

も
魅
了
す
る
ほ
ど
の
大
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

与那原海水浴場

与
那
原
の
豊
年
祭
り
は
，
沖
縄
で

最
も
多
彩
な
行
事
の
一
つ
で
そ
の
一

強
健
な
男
女
が
直
径
1
メ
ー
ト
ル
の

綱
に
と
り
つ
く
。
東
の
男
綱
，
西
の

女
綱
，
そ
れ
ぞ
れ
相
手
を
引
き
寄
せ

よ
う
と
根
限
り
の
力
を
し
ぼ
る。

写
真
は
，
盛
況
だ
っ

た
去
年
の
大

綱
曳
風
景
で
あ
る
。

番
の
呼
び
物
は
大
仕
掛
け
な
綱
引
き

で
あ
る
。

今
年
の
お
祭
り
は

8
月
9
日
(
旧

暦
7
月
2
日
)
だ
が
，
と
き
あ
た
か

も
町
制
施
行
日
周
年

(
1
9
4
9
年

に
町
制
)
に
当
る
の
で
格
別
の
意
義

が
あ
る
。

(
原
文
マ
マ
引
用
)

こ
の
大
綱
引
き
に
は
，
数
千
人
の

向

山

一一一

(上) ~守礼の光~ 1964年8月号

山内敏春氏提供

(左) ~今日の琉球第 13巻 10号』
1969年10月発行

山内敏春氏提供

与那原の大綱引き
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親
子
ラ
vv・-河
の
あ
っ
定
頃

ー
与
那
原
の
小
さ
な
放
送
局
|

戦
後
、
沖
縄
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、

一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
に
旧
具

志
川
村
(
現
う
る
ま
市
)
栄
野
比
で

始
ま
っ
た
。

当
時
は
電
力
事
情
が
悪
く
、
ラ
ジ

オ
の
受
信
機
を
持
つ
家
庭
も
限
ら
れ

て
い
た
。

米
軍
政
府
は
ガ
リ
オ
ア
援
助
資
金

で
市
町
村
に
共
同
施
設
を
作
り
、
各

家
庭
が
有
線
で
ラ
ジ
オ
を
受
信
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
音
の
配
給
と
よ
ば

れ
た
親
子
ラ
ジ
オ
が
広
が
る
き
っ
か喜屋武元貴氏提供

け
と
な
っ
た
。

や
が
て
、
多
額
の
資
本
も
い
ら
ず
、

個
人
経
営
で
採
算
が
取
れ
る
社
会
貢

献
度
の
高
い
事
業
と
し
て
、
一
九
五

二
(
昭
和
二
七
)
年
頃
か
ら
全
島
へ

普
及
し
始
め
た
。

写
真
(
上
)
は
、
一
九
五
五
(
昭

和
三
十
)
年
十
月
に
元
町
議
員
の
喜

屋
武
元
輝
氏
が
町
と
交
わ
し
た
親
子

ラ
ジ
オ
賃
借
の
契
約
書
で
あ
る
。

与
那
原
の
親
子
ラ
ジ
オ
放
送
局

は
、
森
下
区
で
開
局
し
た
。
社
名
は

「
輿
那
原
有
線
放
送
社
」
。

開
局
時
に
技
術
面
で
か
か
わ
っ
た

員
楽
平
賓
氏
(
町
史
・
森
下
区
字
誌

編
集
委
員
)
に
よ
れ
ば
、
親
子
ラ
ジ

オ
の
親
機
を
自
宅
に
置
い
て
放
送
さ

せ
た
と
の
こ
と
。

ラ
ジ
オ
を
聴
く
に
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー

と
電
源
、
音
量
調
節
の
つ
い
た
箱
の

よ
う
な
子
機
(
受
信
機
)
を
使
っ
た
。

聴
取
料
金
は
、
米
ド
ル
時
代
で
月

五
十
セ
ン
ト
。
普
及
台
数
は
、
『
第

一
回
琉
球
統
計
年
鑑
』
に
よ
る
と
、

一
九
五
五
(
昭
和
三
十
)
年
十
二
月

末
現
在
の
与
那
原
町
の
親
子
ラ
ジ
オ

総
数
が
五
百
台
と
あ
る
。

親子ラジオの契約書

加
入
希
望
者
が
多

く
、
配
線
工
事
が
順
番

待
ち
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。

電
信
柱
や
軒
、
庭
木

を
頼
り
に
、
有
線
で
各

家
庭
な
ど
へ
子
機
を
つ

な
い
だ
。

総
勢
三
名
程
度
で
運

営
し
、
設
置
や
管
理
は

会
社
側
の
負
担
で
、
台
風
な
ど
で
線

が
切
れ
る
と
、
修
理
も
大
変
だ
っ
た

と
い
う
。

放
送
内
容
は
、
当
時
の
琉
球
放
送

や
ラ
ジ
オ
沖
縄
な
ど
を
そ
の
ま
ま
流

す
こ
と
が
多
く
、
放
送
時
間
は
、
朝

五
時
半
か
ら
夜
十
二
時
半
ま
で
で

あ
っ
た
。

三
線
演
奏
を
録
音
し
て
放
送
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
番
の
特
徴
は

地
域
密
着
情
報
で
、
町
内
の
告
別
式

案
内
や
、
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

随
時
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
た
。

小
型
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
発
達
な

ど
で
徐
々
に
加
入
者
は
減
っ
た
が
、

復
帰
過
ぎ
ま
で
小
さ
な
放
送
局
は
続

い
た

与那原町史編集委員会紹介

編
集
委
員
会

委員
渡名喜興憲

委員
新垣庸一郎

委員
長栄平賓

副委員長
山内敏春

委員長
吉浜忍

専
門
部
会

委員
豊見山和美F

h川
功
埠

員
恒

委
原崎

副部会長
新里勝彦

部会長
吉浜忍

親子ラジオの親機と子機

町綱曳資料館所蔵

与那原町史だよりー⑧
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